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ig35年度火星観測（1）

日明　成羽

　今年四月12日を最近とした火星の接近に列して，課員として301枚の報告

を受けた．可なり以前，故中村氏が個人的に行はれて居たが，一旦中絶の歌態

になって居た．然し今圓の接近に即しては質的には兎角も，量的では本邦に

於ては勿論未曾有であり，且又一っの観測の集團として試みられた事も最初

であると思はれる．不充分な黒占は筆者の責任として，結果を纏めて子忌に蛮

表する．
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　以上第一表の如く19名より報告を受けた・分布は西は大分縣より東は幅島

縣に及んで居るが關西に密集して居る．特に氣流の良い中國地方の親測者が

欲しかった．器械は17機で最大306ミリより58ミリにあり，特に10糎級が多

い事が目立つた。又反射機が多V・事は當然として，意外に筆者の手を経た鏡

が多い．総藪としては手離したものは中村氏の2割程度であるに拘らす中村

反射が極めて少く木邊が多数ある事は趣味の異動が激しく，永績性のない日

本人の性質の現れとして此の黒占甚だ面白くない傾向に思はれた．扱器械の卒

均口径，同じく倍傘，及1糎に付ての倍率の割合である．此の事は大艦に於

て日本のアマチユアー（観測をする所の）の所有機の李均値を示して居るだら

う．（實際はもう少し低下するだらうが）吹にこの数値を観測口径，倍傘に比

べる．即ち小口径のものが大口径機を借りて論説し，大きい口径は天候の條

件によって絞る事がある．その爲各回の観測に於ける口径，倍率の総和を軍

均すると吹表の如くなり口径は幾分縮少して來るが，倍率は13％程度大きく

なった．

　　　　　　　（第二表）　口　　径
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　三際上今同の火星観測に使用された口径三倍傘李下で，遊星面特に火星に

封ずる倍率としてはロ径のハンディキヤツプを除外すれば立派な倍率であり，

この程度の口径，倍率なれば本邦でも有数に使用し得る三等を意味する．吹

同の接近には双方とも増加するとは思はれるが果して幾程になるか？160ミ

リ270倍程度ではないか？と思って居る．滲考に1920年（今同に條件似る）ピ

ツカリングキ宰の李均観測口径，倍傘は夫ft　234．1ミリ364．5倍となり一糎に

付き15．6倍弱で之れに比べて今回の我々のメンバーは夫々59％，66．3％，117

％に當る．可なり劣勢は否定出來ない．之の爲一糎當りの倍率の増大で補ふ

と共に如何に好シ1イング選り抜きのものでも口樫の増大は高倍旧に堪へな
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い事を明かに示して居る．次に第三表を掲げる．（個人別の数々の卒均値）準

課員は一纏にした．各個人の三曲使用口径は甚部活265mmを最大，渡縷氏の

80mmを最小として居る・毬部，溢蚊六名が辛じてピツカリングの水準以上

であり，註疏は仕れも達する者なく，木纏，伊達曲名，315，168×が夫々最

　　（第三表）
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高最低であり，単一糎當わは渡遊氏25×を最高に，雀部守子夫人9，8倍を最低

として居るが，これはSeeingや個人の習慣等で一概に云へなV・，口径が大き

くなれば低下するのは表の如くである（各個では呼野，曾爾名の460x90が最

高低であった．）観測期間は前田氏を最長とし，一一日と云ふのも可なり多かっ

た．3ケ月位は行って見たいものである．薫れ以上のものが僅か2名であった

事は心細vo．之れに附随して報告敬は勿論前田氏140枚を最高とするが，こ

れだけ見なければならないと云ふのではなV・．遠慮なく云へば前田，渡漫爾

氏は同じ様なスケッチが重複して居た．然し熱心を買って敢て非難すべきで

はなV・．本當は火星自韓6枚，完全にと云へば12枚あればよVOが色々の故障

でうまく行かない爲め自然と多くなって來る．然し一同傳のないスケッチは

どうも纏りが附けにくい．今回も過って前田，木蓬，渡邊，伊達，荒木氏の

順に兎角一通り揃ったが他はバラバラであった。前田氏は完全近く4同轄揃

へて断然この黙で長期の齪測は光って居た．次に天候である．卒均seeingは

前田，荒木爾氏の7．7，5．0が最高低でこれは個人や器械の影響で直ちに其の

揚所のseeingとは云へな）・．5（．　Definitionの方は荒木氏のは除外したが，前

田，木邊爾名が5．5，5．2で最高低を占めて居る．Mを5．0としたから中程度よ

りややよい程度のものである．然もseeingに比較してよく値が似て居るの

はDefnitionの方が口径等に影響が少なV・事を意味する，（猫10同以下の観測

者は計算から除外した・李均値を出すのに不充分であると思はれたから．）
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器械の説明等が多くなり過ぎたが，又と機舎もないので自分の趣味として護

表した事を御許しを願って，愈ζ観測の方に移る．第四表を御覧願ぴ旧い・前

年の12月より3月まで輿添の強v・中に前田氏の20枚は勢を多とする・2月の前

田． R月の伊達爾氏は身艦の關係上観測がなかったのは，本人は勿論軟膏とし

ても痩念であった．叉沓掛，荏部爾氏が3月に少激乍行はれた事は，其他の観

測が多V・のに不拘深更まで頑張られた査讃として同時に勢を謝したい．4，月

に入って急激に増加した．1枚と云ふのもあったが，然しその1枚とは云へ，今

　　（第四表）
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後の爲になり叉其人の記鋒として有意義に受け取った。京星會より纏めて特

に最近時を狙って報告を受けたが，今後この様な會の仁丹と，かうした進出

は大いに結構である．

　5月に入って渡邊氏の躍進が目立つた，器械の完成が邉れたのが淺念で34月

からあればと詰まれる．5月は全膿としてシ1イングもよく，成績は質的に

4月以上であった．6，7月はあまり意味はなかったが中には優秀なものも見

受けた．

　　　　　　　　　　　水星世界の温度

　米國ヰルソン山天文憂の：E．Pettit及びS．　B．　Nicholson爾氏が水星の表

面から旧せられる熱線を巧みに測定した結果によると，水星面に，日光が頂

上から直射する揚所では近日瓢で揖氏412。，遠日鮎では282。となる．

　叉，月世界では回れが100。前後であるが，月食の時には一1170に降る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C？ASP．　278．）


